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『すくすく のびのび』 

  みとめ合い まなび合い たかめ合い きたえ合う 祝梅っ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共にがんばる楽しさ ～今日より明日へ～ 

千歳市立祝梅小学校 校長 橋本 由美 

 

 蒸し暑さが残る中、子ども達は夏休みを終えて、また元気に登校してきました。例年の

ように、時間をかけて調べたり作品を作ったりすることはできませんでしたが、家庭でゆ

ったりとした時間を楽しめたようです。 

 

 現在、様々な制約のある中で、安全に指導できる手段を常に模索しています。環境作り

はもちろんですが、授業中の発問や発表のさせ方にも、工夫改善を重ねています。今こそ、

一人一人の子に「生きる力」を身につける指導が求められています。 

 先日、ＰＴＡ会長・副会長それからＰＴＡ学年委員会の皆様と会議をいたしました。昨

年行っていた学校行事やＰＴＡ活動、授業の内容とは同じように進められません。皆様、

お子さんの健康安全と活気ある学校生活を願ってくださっています。本校教職員も同じ気

持ちで、今できることを精一杯やっていこうと考えています。 

 

 青葉中学校区の３校（青葉中・日の出小・祝梅小） 

では、義務教育９年間での学びのゴールを見つめて 

います。青葉っ子スタンダードには、「自己ベスト」 

「Little Smile」「愛ある人」の３つのキーワードを 

掲げています。 

 目標を持って活動するときには、もう一人の自分 

に問いかけながら、目標達成を目指します。そのと 

きに、「周りの力」が大きな支えとなります。見守ってくれる人や、励ましてくれる人がい

ることで、もう一歩がんばることができます。 

授業中に発表したときに、聞いている子が「同じです」「いいです」と反応したり、拍手

をしたりしてくれることで、気持ちがスッと軽くなります。 

人の力が、心を動かすのです。毎日の生活の中で、人に声をかけてもらうことで、自分

の存在を確かめられ喜びとなります。その喜びを得られるのは、「がんばろう」と行動した

ときに体験できます。 

周りの人に声をかけられること、そして、がんばろうと行動できることで、昨日よりも

今日の自分が成長できます。子ども達が自己ベストを目指し続けるために、保護者・地域

の皆様からの後押しをお願いします。 

今日一日を笑顔で過ごせる学校教育を、これからも大事にしていきたいと思います。 

令和２年 8 月 31 日発行 

第 6号 

言葉を操る力を持つ子どもの育成 

～読解力 UP  発信力 UP 協働力 UP～ 

『図書の森』心を育てる場所 



 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会に代わって今年度は、低中高ブロックごと「わくわく運動 DAY」を実施します。現在、外での練

習が本格的に始まり、よさこいの音楽がグラウンドに響きます。先日は近所を歩いていた地域の方から「久

しぶりに児童が活動している姿を目にして、元気をもらえますね」とありがたい言葉をいただきました。 

児童が「躍動」する時間を今後も大切にしていきます。 

 

わくわく運動 DAYに向けて～躍動する児童たち 

9 月 1 日(火)、9 月 3 日(木)、9 月 4 日(金)。3 日間に分散して「わくわく運動 DAY」と題して、日常

の体育の成果を、低中高学年ブロックごとに交流する場を設定します。グラウンドから流れてくる音楽や、

児童の気持ちのこもった動きなどから、地域の方々にもその頑張る様子が届いていると存じます。全校児童

や保護者様、地域の方々が一堂に会する行事はできない中ですが、充実や達成感を味わえる大事な時間にし

たいと思います。感染症、怪我、熱中症予防に配慮しながら、よい時間を積み重ねます。 

 

 

学校教育目標「ことばを操る力を持つ

児童の育成」のもと、今年度も「国語科の

授業づくり」を研修の柱に据えています。先

日は、あさがお学級の２クラスで、研究授

業を実施。「言葉の意味やそこに込められ

る気持ち」「構成を捉え、要旨を把握する」

という、国語科の根幹となるねらい達成に

向けて工夫を凝らした授業となり、スタッフ

が入れ替わりながら参観しました。 

先日はコース作り、草刈りを職員みんなで実施 

TV 集会 インタビューに答える児童 

 

休校のあとも、みんながそろって学べたことが  

いちばんの思い出です！ 

これまでの歩みを振り返りながら原稿を読む、とい

うスタイルから一歩踏み出し、先日のTV全校集会で

は、インタビューに答えながら活動を振り返ることに

挑戦しました。今回は 4 年生、6 年生の代表児童が

立候補。「委員会を経験し、積極的に話ができるよう

になった」など、その場の質問にも落ち着いて対応す

る力を、全校みんなで見守ることができました。言葉

を操る力を感じた時間となりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールサポートスタッフ 

  

このたび 8月より祝梅小学校でお世話になることになりました。子どもたちが安心して学校に来られ

るようにサポートしていきます。短い間ではありますが、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

大きく成長した体育館前の木 

～今後、切ることになりました 

 

感染症対策により純増する業務の補助のため、国

の補助事業を活用した配置となります。 

 

 祝梅小学校の体育館前にそびえる大きな木。シンボル的な存在

として、地域や児童から親しまれているのですが、年々、台風や

強風のリスクも高まり、老木化し根元が出てきた状態では児童や

地域、建物に損傷を与える危険があると指摘されました。今後、

周辺の枯れた木も含めて整理することになります。ご理解くださ

いますようお願いします。 

 6 年生の家庭

科（ミシン）、2年

生の福祉体験

学習（手話）と、

それぞれゲストや

支援の方の協

力をいただきまし

た。 

 新しい生活様式のもと、感染症対策と両立して教育活動を推進しています。適切な距離、飛沫感染などに配

慮しながらの学びが続いています。地域や保護者の方々からたくさんの応援をいただきながら、少しずつできる

ところから日常の児童の学びを積み上げています。 

駆け足で過ぎていく令和 2年。気づけば 8月が終了です。今年もあと 4 ヶ月。日暮れが少し早くなり、残暑厳し

い日々とももうじきお別れです。 校舎の周りには、「夏のあしあと」がそこかしこに残っています。 

4 年生で育てて

いるヘチマ。温室の

中でぐんぐん育ち

ました。 

昨年度伐採した

藤の木。再び育つ

生命力の強さ。 

背の高いひまわりの花。すくすく元気。 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行          事 

１ 火 わくわく運動 DAY （3・4 年） 全校児童弁当持参日 

２ 水 
フッ化物洗口 5 時間授業・給食あり 

スクールカウンセラー（午前） 

３ 木 
わくわく運動 DAY（1・2 年）  全校児童弁当持参日 

心の教育相談 

４ 金 
わくわく運動 DAY（5・6 年）  全校児童弁当持参日 
ALT  心の教育相談 

５ 土  

６ 日  

７ 月 
自然体験学習（3 年） 心臓検診（1 年）  
口座再振替日 

８ 火 
宿泊学習費支払日（5 年 15:30～） 心の教育相談 

わくわく運動 DAY 予備日（5・6 年） 

９ 水 
宿泊学習費支払日（5 年 15:30～） 

わくわく運動 DAY 予備日（3・4 年） 

10 木 
自然体験学習（4 年）  心の教育相談 
わくわく運動 DAY 予備日（1・2 年） 

11 金 ALT  自然体験学習（3 年）予備日 

12 土  

13 日  

14 月 
委員会（前期最終） 選挙管理委員会④ 
自然体験学習（4 年）予備日 

15 火 
社会見学（2 年）  心の教育相談 
6 年修学旅行保護者説明会 

16 水 
フッ化物洗口  P)パステル読み聞かせ（1 年） 
スクールカウンセラー（午後） 

17 木 宿泊学習（5 年）①  心の教育相談 

18 金 宿泊学習(5 年)② ALT 

19 土  

20 日  

21 月 敬老の日 

22 火 秋分の日 

23 水 選挙管理委員会⑤ フッ化物洗口  口座振替日 

24 木 社会見学（4 年）  心の教育相談 

25 金 ALT  児童会選挙  選挙管理委員⑥ 

26 土  

27 日  

28 月 ALT 

29 火 心の教育相談 

30 水 フッ化物洗口 

 

 今年度の「のびのびステージ」の大きな目玉とな

る「わくわく運動 DAY」。感染症対策のもと、学級

やブロックのつながりや充実感が、次への活力につ

ながるものと思います。日没も早くなり、秋本番を

迎える 9 月。交通安全・時間を守るなど、校外での

生活にも落ち着いて過ごすよう、今後も家庭と地域

とが連携し、児童を見守りください。 

8 月の終わり。職員室から… 

甲子園での全国大会が中止となった高校野球。10 日に開幕した「甲

子園高校野球交流試合」で、北海道から出場した 21 世紀枠の帯広農業

高校が強豪校に勝利したことは記憶に新しいところです。/ 同じく 21

世紀枠の磐城高校（福島県いわき市）も話題になりました。3 月末ま

で監督だった木村保さんは大会中止の影響で、甲子園の土を踏むこと

なく、人事異動で 3 月末に同校を去りました。その木村さん、甲子園

の試合前に磐城高校のノッカーを務めました。7 分間の公式ノックの

あと、スタンドに戻って涙を流す元監督の姿は見る者の胸を熱くさせ

ました。/  2 月からここまでのコロナ禍の中、甲子園球児だけでなく、

さまざまな人が我慢や苦しみの中で生活しています。/ 本校児童も、

これまでの学校教育とは違う、新しい生活様式の中での学びを積み重

ねています。いつもと違う中で、仲間と共に学び合うことで得られる

感動や充実・達成感を、日常の学びから見つけられるよう、励まし、

工夫をしていきたいと考えています。/ 先述した磐城高校は、東京の

強豪校に 1 点差で敗退。「甲子園でのプレーは最高だった。悔しさより、

やりきった気持ちの方が大きい」と主将は話しました。 / 『やりきる

こと』。祝梅小の教育の中でも、大切にしたいと感じます。 

 

児童会 前期から後期へバトンタッチ 

6 月からの学校再開後、児童会書記局ではさまざまな活動

を推進しました。市内の医療機関へのメッセージづくりを青

葉中生徒会とコラボして取り組みました。また、「キラキラ星

NO1」と題して、各学級でキラリと光る児童を選出し、よい

ところを見つけ合う活動を企画しました。児童会活動を通し

て、児童の視野が広がっています。 

9 月 25 日(金)の児童会選挙後、後期リーダーにバトンタ

ッチです。全校児童が一丸となり、さらに活発な活動になる

よう期待します。 

5年 宿泊学習 出発 

開催日： 9月 17日(木)～9月 18日(金) 

宿泊： ネイパル深川 0164-25-2059 

研修内容： 

カヌー体験・川の科学館見学・ウォークラリー等 

 本年度の宿泊行事は 5 年生の宿泊学習からスタートし

ます。先日は「保護者説明会」を実施し、「参加同意書」

を全家庭からいただいております。感染症対策のもと、そ

れぞれのご家庭でもお子様やご家族の体調管理を徹底

いただきます。安心安全の研修となるよう、学校でも対応

して参ります。集団で宿泊体験をすることで、見聞を広

め、仲間を再発見し、ルールなどを守る気持ちをさらに育

てたいと願っています。 


